
フォトニュース
茅野市インターネット動画サイト 「ビーナネット

Chino」 では茅野市の生活や文化・魅力を動

画配信しています。

フォトニュースのできごとも一部配信中。 QR

コードから動画をお楽しみください。

環境に優しい持続可能な地域づくりに協力して取り組む

東京大学先端科学技術研究センターと
連携協定締結

3月14日、茅野市・富士見町・原村と東京大学先端科

学技術研究センター（先端研）が連携協定を締結しまし

た。3市町村による八ヶ岳西麓共同宣言に基づいて取り

組む環境、観光や農業の振興に先端研の知見を生かして

いきます。茅野市役所で行われた締結式には、今井敦茅

野市長、名取重治富士見町長、五味武雄原村長、杉山正

和先端研所長が出席しました。

締結式後には、杉山所長による記念講演、3市町村長

と杉山所長を交えた意見交換も行われました。

「若者に選ばれるまちプロジェクト研究」
最終発表及び修了式
株式会社キッツ、学校法人先端教育機構	事業構想大学院大学と

連携した人材育成事業 「若者に選ばれるまちプロジェクト研究」 が令

和4年9月にスタートし、全20回、約7か月間に渡るプロジェクト研

究の成果として、3月17日・24日に策定した事業構想計画書の最

終発表がKITZ	Groupイノベーションセンターにて行われました。

会場には研究員の所属上長らにお越しいただき、また、茅野市役

所や所属企業でもオンラインで多くの方に聴講いただき、各研究員

の発表に対してフィードバックコメントを行いました。

最終発表終了後に修了式を行い、10人の研究員（製造業等の社

員、若手経営者、大学生、茅野市職員等）が下平拓哉同大教授から

「研究修了証」を受け取りました。

研究を通じ生み出された事業構想が 「若者に選ばれるまち」 の実

現に繋がることが期待されます。

新たなバイパスの開通を祝う

国道152号湯川バイパス開通式典
3月19日、北山地区コミュニティセンターで、 「国道

152号湯川バイパス開通式典」 が開催され、地域住民や

来賓ら約50人が出席しました。

栁澤源太郎湯川バイパス建設委員長による挨拶や後藤

茂之経済再生大臣、今井敦茅野市長、田中衛県建設部長

による祝辞が行われた後、湯川バイパスに移動。テープ

カットやくす玉割り、木遣りが行われました。その後のパ

レードでは、参加者を乗せたバスを北山小学校の児童た

ちがクラッカーを鳴らしたり、プラカードを掲げて見送り、

バイパスの開通を盛大に祝いました。

まちづくりの活動を熱くプレゼンテーション

令和5年度　茅野市みんなのまちづくり
支援事業公開発表会

3月12日、茅野市市民活動センターで、「令和5年度　

茅野市みんなのまちづくり支援事業公開発表会」 が開催

されました。まちづくり支援事業の中のスタート支援事業

へ交付申請した6つの市民団体が事業内容についてプレ

ゼンを行い、助言者から助言を得ました。

この活動は、当該事業が市民に開かれた事業とするこ

とや、助言等を得ることにより事業の成果を向上させる

ことを目的に開催されており、発表会のプレゼンを基に、

補助金採択の可否が決定されます。
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栄養マン★キッチン～給食大好き！～
子どもに人気の給食メニューや家でも食べてほしいメニューを紹介します
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ポテト入り卵焼き

今年もスギ花粉症の季節が訪れましたが、花粉症はスギだけではありません。イネ科やブタクサの花粉、さらに食

物アレルギーとも関係するシラカンバ・カバノキ花粉があります。そして、本日のテーマは花粉症に関連した食物アレ

ルギーのお話しです。

最近花粉症の方の食物アレルギーが増えています。花粉食物アレルギー症候群（PFAS：ピーファス）といわれるも

のがそれです。食物アレルギーと言えば乳児の鶏卵や牛乳、小麦などの食品が思い浮かぶ方が多いかもしれません

が、花粉症に多い食物アレルギーは果物や野菜などです。バラ科のリンゴ、モモ、サクランボや、バラ科以外ではキウ

イ、メロン、パイナップルなど、野菜ではヤマイモ、トマトなどが挙げられます。これらの果物や野菜を食べた後、多く

は15分くらいで口やのどがかゆくなったりひりひりします。また、顔やからだがかゆくなったりひりひりする人もい

ます。症状は軽いことが多いのですが、まれにアナフィラキシーを起こす場合もあります。特に重篤になりやすいのは

豆乳です。

以前花粉症の方を調査したところ、約２割弱の方にPFASの症状を認めました。多くは、スギ花粉だけでなく、カバ

ノキ科のシラカンバやハンノキに対しても血液検査で陽性となっている場合がほとんどです。シラカンバやカバノキ

花粉は、スギやヒノキ花粉の飛散時期と重なっており春の花粉症です。

PFASが起きる原因は、花粉と果物や野菜の抗原が似ており、その抗原に反応する抗体ができるため花粉症にな

ると果物や野菜にも反応するようになるのです。ただし、果物や野菜の抗原は熱に弱く、加熱されたものや加工品は

大丈夫なことが多いです。さらに、イネ科やブタクサ花粉症の人もウリ科のメロンやスイカなどにPFASを起こします。

花粉症の方で果物や野菜で最近口やのどがかゆくなったりひりひりする症状がみられたら、一度医療機関で原因

となる花粉症と食物の検査をおすすめします。

花粉症と食物アレルギー
諏訪中央病院　耳鼻咽喉科部長　増山	敬祐

病院コラム　医療の現場から

1人分エネルギー137ｋcal　食塩相当量0.6ｇ

材料（2人分）

じゃが芋	・・・・・・ 50g

サラダ油	・・・・小さじ1

玉ねぎ	・・・・・・・・ 20g

ピーマン	・・・・・ 1/2ヶ

ハム	・・・・・・・・・・・ 1枚

桜えび	・・・・・ 小さじ2

塩・・・・・・・ ひとつまみ

こしょう	・・・・・・・・少々

卵・・・・・・・・・・・・・ 2個

砂糖・・・・・ 小さじ1/2

【つくり方】

❶	じゃがいもは皮をむき、1～2cmの四角に切り、電子レンジで楊

枝がささる程度に加熱する。

❷	玉ねぎ、ピーマン、ハムも小さめの四角に切る。

❸	ボウルに卵を割りほぐし、砂糖を混ぜておく。

❹	フライパンにサラダ油を熱し、②の野菜、ハム、桜えびを加え炒める。

❺	じゃがいもを加え、塩、こしょうして味をつける。

❻	野菜に火が通ったら、最後に卵を流し入れ、フタをして弱火で4

～5分焼いたら出来上がり。

じゃが芋には、ビタミン類が多く含まれています。

高血圧予防のカリウムや、食物繊維も豊富です。

野菜も入った具沢山の玉子焼は、子どもたちに

も好評です。朝食の１品にもピッタリです。

動画でも作り方を
配信しています
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